
Form No. 3432-645 Rev A

シシシャャャフフフトトトプププーーーリリリ キキキッッットトト
Greensmaster® 3000 シシシリリリーーーズズズおおおよよよびびび Flex/eFlex 1800/2100 シシシリリリーーーズズズ
のののトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトににに搭搭搭載載載ささされれれたたた DPA リリリーーールルルモモモアアアのののグググルルルーーーマママ用用用
モモモデデデルルル番番番号号号 138-9702
モモモデデデルルル番番番号号号 139-2696
モモモデデデルルル番番番号号号 139-2697

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

2 必要なパーツはありません。 – 既存のグルーマシャフトと受動プーリを
外します。

グルーマシャフト 1
カバー 1
受動プーリ 1
スペーサ 1

3
フランジロックナット 1

キットを取り付けます。

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. カッティングユニットを床面まで降ろす。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、キーを抜き取ってください。

5. カッティングユニットをマシンから取り外すマシン
の オペレーターズマニュアルを参照。

2
既既既存存存のののグググルルルーーーマママシシシャャャフフフトトトととと受受受
動動動プププーーーリリリををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. グルーマハウジングからベルトカバーを外す図 1。
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g016233

図図図 1
図はカッティングユニットの右側を示す

1. ベルトカバー

2. のように駆動プーリ、アイドラプーリ、受動プーリ
からベルトを外す図 2。

g016231

図図図 2

1. ベルト

3. ローラシャフトを刈高アームに固定しているボルト
をゆるめる図 3。

g016229

図図図 3

1. ローラシャフトのボルト

4. 刈高アセンブリのロッド端部をグルーマ駆動ア
センブリに固定しているロックナットとワッシャを
外す図 4。

g010439

図図図 4

1. 刈高アセンブリのロッド端部 3. ロックナット

2. ワッシャ

5. 刈高アームアセンブリをサイドプレートに固定して
いるプラウボルト、ナット、ワッシャを外す図 5。

g016258

図図図 5

1. 右側アジャスタアームアセ
ンブリ

2. ワッシャとロックナット

6. 受動プーリをグルーマシャフトの端部に固定してい
るフランジロックナットを外す図 6。プーリを外す。

注注注 ロックナットとプーリは廃棄して構いません。
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図図図 6

1. 受動プーリ 3. フランジロックナット

2. グルーミングシャフト

7. リールシャフトからグルーマ駆動プーリを外す図
7。

g016239

図図図 7

1. グルーマの駆動プーリ

8. 駆動プレートアセンブリをカッティングユニットの
フレームに固定しているホルダボルト2本を外す
図 8。

g016240

図図図 8

1. グルーマ駆動プレートアセ
ンブリ

2. ショルダボルト

9. グルーミングシャフトとカッティングユニットからグ
ルーマ駆動プレートアセンブリ図 8を外し、グルー
マのシムを回収する。

注注注 グルーマのシムは、駆動プレートアセンブリと
カッティングユニットのサイドプレートとの間にあ
ります。駆動プレートアセンブリを外す時に外し
て回収しておくとよいでしょう。

10. 左側サポートプレートから、グルーミングシャフト
アセンブリを注意深く引き抜く。

注注注 シャフトアセンブリは廃棄して構いません。

11. 以下のパーツについて、磨耗や破損がないか
点検する

• 駆動プレート内部のシール、ブッシュ、ベアリ
ングサポートプレート、グルーマアーム。

• プーリとアイドラ関連部品。

必要に応じてこれらのパーツの交換を行う。
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3
キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 グルーマシャフト

1 カバー

1 受動プーリ

1 スペーサ

1 フランジロックナット

グググルルルーーーマママシシシャャャフフフトトトにににブブブレレレーーードドドとととスススペペペーーーサササ
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

グルーマシャフトにブレードとスペーサを取り付けま
す。ブレードやスペーサが足りない場合は代理店に
てお求めください。

グググルルルーーーマママシシシャャャフフフトトトととと受受受動動動プププーーーリリリををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. 駆動プレートとサポートプレート部分で、グルーミ

ングシャフトの両端部とシールリップにグリスを薄
く塗る図 9。全部のベアリング、ブッシュ、シー
ルの取り付けが適切であることを確認する。

g027981

図図図 9
駆動プレートアセンブリにグルーマシャフトを通した状態

1. グルーマシャフト 2. シール

2. O リンググルーマシャフトアセンブリのパーツがグ
ルーマミングシャフトに取り付けられていることを
確認して O リングに薄くグリスを塗る。

3. 左側サポートプレートカッティングユニットの左
側に、グルーミングシャフトアセンブリを注意深く
取り付ける。

重重重要要要 アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時にににサササポポポーーートトトプププレレレーーー
トトトのののシシシーーールルルやややシシシャャャフフフトトトののの O リリリンンングググををを傷傷傷つつつけけけななないいいよよよ
うううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. 駆動プレートアセンブリのピボットハブの O リング
とカッティングユニットのサイドプレートカッティング
ユニット右側のパイロットボアにグリスを薄く塗る。

5. ステップ92 既存のグルーマシャフトと受動プーリ
を外す (ページ 1)で外したグルーマのシムを、駆
動プレートアセンブリに取り付ける。

6. 駆動プレートアセンブリを、グルーマシャフトに
注意深く取り付ける。

重重重要要要 アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ににに駆駆駆動動動プププレレレーーートトトののの
シシシーーールルルををを傷傷傷つつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい

7. グルーマ駆動プレートアセンブリをカッティングユ
ニットのフレームに取り付け、ショルダボルト2
本で固定する図 10。取り付け後、駆動プレート
が自由に回転することを確認する。

g016240

図図図 10

1. グルーマ駆動プレートアセ
ンブリ

2. ショルダボルト

8. 受動プーリ図 11のハブにグリスを薄く塗る。

重重重要要要プププーーーリリリののの表表表面面面ベベベルルルトトトににに接接接触触触すすするるる部部部分分分にににグググリリリススス
ををを付付付けけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。ベベベルルルとととベベベルルルトトト
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図図図 11

1. フランジロックナット 3. スペーサ

2. 受動プーリ 4. グルーマシャフト

9. グルーミングシャフトに受動プーリを取り付ける
図 11。

重重重要要要 プププーーーリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時にににサササイイイドドドプププレレレーーートトトののの
シシシーーールルルををを傷傷傷つつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

10. フランジロックナットでプーリをシャフトに固定し
図 11、23-28 N·m2.4-2.9 kg.m = 17-21 ft-lb に
トルク締めする。

注注注 受動プーリを取り付ける時は、グルーミング
リールシャフトが回転しないように、レンチでシャ
フトの平たい部分を押さえておいてください。

グググルルルーーーマママ駆駆駆動動動プププーーーリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. プーリを取り付ける時にリールが回転しないよう

に、リールに角材などを噛ませる。

警警警告告告
リリリーーールルルににに接接接触触触すすするるるとととけけけがががをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

リリリーーールルルににに手手手指指指ややや衣衣衣服服服ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

2. リールシャフトにグルーマ駆動プーリを固定す
る図 12。

g016218

図図図 12

1. 駆動プーリ

3. グルーマ駆動プーリ図 12を170 N·m 17.3 kg.m
= 125 ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 イイインンンパパパクククトトトガガガンンンでででははは適適適正正正なななトトトルルルククク締締締めめめがががでででききき
ままませせせんんん。。。プププーーーリリリををを正正正しししくくくトトトルルルククク締締締めめめしししててておおおかかかななないいいととと
運運運転転転中中中ににに外外外れれれてててくくくるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

刈刈刈高高高アアアーーームムムとととロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 右側アジャスタアームアセンブリの上部に、刈高

調整ねじを取り付ける図 13。

g016216

図図図 13
図はカッティングユニットの右側を示す

1. 刈高ねじ 2. 右側アジャスタアームアセ
ンブリ

2. 右側アジャスタアームアセンブリをカッティングユ
ニットのサイドプレートに取り付ける既存のプラウ
ボルト、ナットと新しいワッシャを使用する。刈高
アームアセンブリのロッドの端部が、グルーマ
駆動アセンブリの穴のブッシュに入っていること
を確認する図 13
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3. アジャスタアームアセンブリのロッド端部をグルー
マ駆動アセンブリに固定する先ほど外したワッ
シャとロックナットを使用する図 14。
注注注 ロックナットを締めすぎないように注意するこ
と。ワッシャは圧縮されているがアームは自由に
動けなければならない。

g016217

図図図 14

1. 刈高アセンブリのロッド端部 3. ワッシャ

2. ロックナット

4. 右側アジャスタアームアセンブリにローラシャフ
トを差し込んでローラシャフトボルトで仮止めす
る図 15。

g016229

図図図 15

1. ローラシャフトのボルト

5. 左側アジャスタアーム・アセンブリの上部に、刈
高調整ねじを取り付ける図 13。

6. 左側アジャスタアームにローラのシャフトを挿入
する。この時点ではまだボルトの本締めを行わ
ないこと。

7. 左側アジャスタアーム・アセンブリをカッティングユ
ニットのサイドプレートに取り付ける既存のプラウ
ボルト、ナットと新しいワッシャを使用する 図 13。
注注注 ロッドの端部が、グルーマ駆動アセンブリの穴
のブッシュに入っていることを確認する。

8. アジャスタアームアセンブリのロッド端部をグルー
マ駆動アセンブリに固定するワッシャとロックナッ
トを使用する図 14。

組組組みみみ立立立てててををを完完完了了了すすするるる
1. アイドラプーリを回してシフトレバーのスプリングを

ゆるめ、スプリングをプーリブラケットの穴とスタッ
ドに図 16のように取り付ける。

g016230

図図図 16

1. シフトレバーのスプリング

2. 図 17のように、駆動プーリ、アイドラプーリ、受
動プーリにベルトを掛け回す。

g016231

図図図 17

1. 駆動ベルト

重重重要要要 図図図 18のののよよようううににに、、、ベベベルルルトトトががが各各各プププーーーリリリののの溝溝溝ののの
芯芯芯ににに入入入っっっててていいいるるるこここととと、、、プププーーーリリリががが整整整列列列しししててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認すすするるる。。。

g016232

図図図 18
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3. 新しいベルトカバーをグルーマハウジングアセンブ
リに取り付けるロックナット3個を使用する図 19。

g016233

図図図 19

1. ベルトカバー

4. 左右のアジャスタアームの中央にローラの位置出
しをし、取り付けボルトを締め付ける図 15。
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